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技術概要  

 米の品質制御の解明とその応用に関する研究を実施。 

 青森県の代表品種「つがるロマン」を原品種とする突然変

異集団から、低アミロース米およびフィトグリコーゲン蓄積

糖質米の変異米系統選抜に成功。 

 低アミロース米  栽培特性等の検討、白濁の少ない外観

や柔らかい食感、表面の粘りの少なさを生かした、業務

用・加工用低アミロース米としての活用を模索。 

 フィトグリコーゲン蓄積糖質米 高 GABA 含量や改善し

た外観を生かした玄米炊飯用としての可能性や、豊富な

可溶性多糖や甘みのある特有の米粉特性を生かせる活用

法を模索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つがるロマンを原品種とする 

選抜された変異体の一例 
 

想定される活用例  

 低アミロース米は、冷めても柔らかい特徴を生かしたコンビニおにぎりなどの業務用・加工用に 

 糖質米は、機能性を生かした玄米食や全粒粉を用いた加工用に 

 

相談可能な分野  

 新規形質米の開発を目指した系統選抜および成分評価 

 米のデンプンやタンパク質の特徴を生かした加工品（特に米粉パン）の適性評価 
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